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 プレスリリース 

                            平成２６年１０月１０日 

                          独立行政法人 森林総合研究所 

 

研究成果発表会 
「地球温暖化の中で森林を活かす」開催のお知らせ 

 

ポイント 

・地球温暖化対策のなかで、森林・林業による緩和策と適応策を紹介します。 

・パネルディスカッションでは森林総合研究所の研究者と大学有識者が今後の展望を 

議論します。 

 

 概要                                     

 独立行政法人森林総合研究所は、農林水産省農林水産技術会議事務局と共催で、研究成

果発表会「地球温暖化の中で森林を活かす」を下記のとおり開催します。 

                  記 
 

１．日 時：平成 26 年 11 月 11 日（火）13:30～16:45 

２．場 所：東京大学弥生講堂 一条ホール 

（東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部内） 

３．内 容：別紙の通り 

４．参加費：無料 

 

 問い合わせ先など                               

  研究推進責任者：森林総合研究所 研究コーディネータ 松本光朗 

                  研究コーディネータ 高橋正通 

  研 究 担 当 者       ：森林総合研究所 研究コーディネータ 松本光朗 

                  研究コーディネータ 高橋正通 

                  森林管理研究領域資源解析研究室長 鷹尾元 

  広 報 担 当 者       ：森林総合研究所 企画部 研究情報科長 森澤猛 

          TEL：029-829-8134  FAX：029-873-0844 

 

 

 

本資料は、林政記者クラブ、農林記者会、農政クラブ、筑波研究学園都市

記者会に配付しています。 
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 背景・経緯                                   

地球規模で進む温暖化により深刻な事態が憂慮されています。その中で、森林には温

暖化の原因である二酸化炭素の吸収による温暖化緩和への貢献が期待されています。ま

た、森林の諸機能を維持するための適応策が求められています。 

そこで森林総合研究所および農林水産省では、平成 22 年度より農林水産技術会議委託

プロジェクト研究などにより温暖化への緩和策と適応策のための研究と技術開発を強化

してきました。 
その成果を一般の方々や関連業界等に紹介するために、研究成果発表会を開催するこ

ととしました。 

 

 内容・意義                                   

（内容） 

地球規模で進む温暖化により森林の諸機能の低下が懸念されています。一方、森林には

温暖化の原因である二酸化炭素の吸収による温暖化緩和への貢献が期待されています。農

林水産省では、温暖化への適応策と緩和策のための研究と技術開発を強化してきました。 

本シンポジウムでは、森林分野の CO2 吸排出量の将来予測と緩和策、植生や災害、病

虫害といった森林への影響と適応策、発展途上国における森林減少・劣化の抑制策（REDD

プラス）に関わる研究成果を講演とポスター発表により紹介するとともに、大学の先生

方を交えたパネルディスカッションを実施し、今後の森林分野の温暖化対策を展望しま

す。 

 
【主催】独立行政法人森林総合研究所、農林水産省農林水産技術会議事務局 
 

（意義） 

 日本の森林・林業に関連した温暖化対策のポイントや技術を、一般の方々や行政、関

連団体に提供する事により、国民の森林に対する意識を向上させるとともに、豊かで多

様な森林の恵みを活かしつつ、温暖化対策に十分配慮した社会作りへの連携強化をはか

ります。 

 


